
近
代
以
降
の
吐
鳴
刷
列
島
に

b
け
る
村
落
構
造
の
変
貌

|
|
宝
島
を
事
例
と
し
て
ー
ー
ー

田

畑

哉夫

陽禎久
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寺紀

本

子

は

じ

め

に

近
代
以
降
ハ
1
)
、
わ
が
国
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
そ
れ
に
は
、
西
洋
か
ら
の
新
技
術
の
多
量
の
導
入
が
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
鎖
国
と
い
う
自
給
自
足
体
制
(
2
〉
を
と
っ
て
い
た
わ
が
国
に
、
そ
れ
は
大
き
な
転
換
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
種
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
近
代
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
ま
ず
最
初
に
、
そ
の
当
時
の
政
治
・
経
済
の
中

心
で
あ
っ
た
東
京
・
大
阪
・
京
都
な
ど
の
大
都
市
に
出
現
し
、
順
次
、
地
方
中
心
都
市
さ
ら
に
は
農
山
漁
村
に
ま
で
波
及
し
た
。
か
よ
う

な
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
イ

γ
パ
グ
ト
を
、
本
土
と
は
距
離
的
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
離
島
に
求
め
、
そ
こ
で
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
具
体
的
な
検
討
を
行
な
う
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
小
論
の
主
目
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
近
代
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
波
及
が
直
接
に
、

つ
ま
り
一
次
的
に
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
東
京
な
ど
の
大
都

市
と
は
異
な
り
、
そ
の
大
都
市
と
い
う
一
次
的
な
影
響
を
通
し
て
、

い
わ
ば
二
次
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
と
看
倣
さ
れ
る
地
域
に
お
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し
い
て
は
、
前
者
と
は
相
違
し
た
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
離
島
お
よ
び
山
村
吉
〉
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な
ど
で
は
西
洋
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
後
に
お
い
て
も
、
ま
だ
多
分
に
、
伝
統
的
あ
る
い
は
原
始
的
漁
法
と
か
農
業
形
態
な
ど
と

い
う
述
語
で
代
表
さ
れ
る
近
代
以
前
の
諸
形
態
ハ
と
が
多
数
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
門
主
。

つ
ま
り
、
こ
の

よ
う
な
状
況
(
印
吉
田
色
。
ロ
)
は
他
に
も
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
に
お
け
る
都
市
と
農
村
|
|
と
く
に
離
島
お
よ
び
山
村
ー
ー
と
の

格
差
の
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
住
民
の
流
出
な
ど
に
よ
る
過
疎
対
策
に
対
処
す
る
場
合
、

一
考
を
要
す
る
問
題
を

提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
種
の
問
題
は
、
解
決
す
る
た
め
の
根
は
深
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
離

島
は
山
村
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
現
在
で
も
交
通
の
便
が
悪
く
ハ
6
〉
、
そ
の
孤
立
性
お
よ
び
隔
絶
性
(
7
〉
は
大
き
い
と
思
わ

れ
る
(
8
u
o

以
上
述
べ
た
如
く
、
離
島
に
お
け
る
孤
立
性
お
よ
び
隔
絶
性
を
端
的
に
表
現
す
る
用
語
と
し
て
、
本
稿
で
は
村
落
構
造
と
い
う
術
語
を

用
い
、
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
離
島
を
具
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た

(
Z。
つ
ま
り
こ
の
用
語
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
離
島
の
生
業

の
基
盤
と
看
倣
さ
れ
る
漁
業
・
農
業
(
そ
の
基
盤
と
し
て
の
土
地
を
含
む
)
な
ど
を
中
心
に
、
経
済
構
造
お
よ
び
そ
こ
に
居
住
す
る
住
民

の
家
族
形
態
な
ど
を
中
心
と
す
る
社
会
構
造
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
離
島
を
複
合
体
と
し
て
把
握
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
担
。
し
た
が
っ
て
、

以
下
に
お
け
る
分
析
も
、
複
合
体
を
構
成
す
る
部
分
複
合
体
(
経
済
構
造
・
社
会
構
造
な

ど
〉
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
変
貌
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
の
概
略

吐
鴎
刑
列
島
(
U
〉
は
、
鹿
児
島
の
南
方
約
二

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
口
之
島
か
ら
さ
ら
に
南
約
一
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間

に
点
在
す
る
島
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
北
か
ら
口
之
島
・
中
之
島
・
平
島
・
諏
訪
之
瀬
島
・
悪
石
島
・
小
宝
島
お
よ
び
宝
島
の
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図 1 宝島概念図

等高線の間隔は5Qm，.は集落

が
じ
ゃ

七
つ
の
有
人
島
と
臥
蛇
島
〈

8
・
臥
蛇
小
島
・
小
宝
小

島
・
横
当
島
の
四
つ
の
無
人
島
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
現

在
で
は
、
こ
の
吐
鴎
刷
列
島
は
種
々
の
変
遷
を
経
て
、

鹿
児
島
郡
十
島
村
に
属
し
て
い
る
。
今
回
の
研
究
対
象

で
あ
る
宝
島
は
、
上
述
し
た
有
人
島
の
中
で
は
最
南
端

に
位
置
す
る
周
囲
約
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
小
島

で
あ
る
。
宝
島
か
ら
各
地
へ
の
距
離
は
、
鹿
児
島
市

六
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
奄
美
大
島
の
名
瀬
ま
で
七

O
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
交
通
の
便
は
、
飛
行
場

が
諏
訪
之
瀬
島
に
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
定
期
航
路
は

開
設
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
村
営
船
に
よ
る

運
行
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
運
行
回
数
は
夏
季
で
は

週
二
回
、
冬
季
で
は
月
五
回
程
度
で
あ
り
、
村
役
場
が

位
置
し
て
い
る
鹿
児
島
市
と
各
島
と
を
結
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
交
通
条
件
の
劣
悪
な
吐
喝
蜘
列
島
で
は
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
わ
が
国
の
一
国
経
済
体
制
の
中
に
が
っ
ち
り
と
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
若
年
層
を
中
心
と
す
る
人
口
流
出
が
、
他
の
離
島
・
山
村
と
同
様
に
み
ら
れ
、
過
疎
開
題
・
教
育
問
題
な
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ど
が
深
刻
で
あ
る
。
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表 1 戸数および人口の推移 (戸数:戸，人口:人)

明治12年 明治30年 昭和7年 昭和28年 昭和39年 昭和45年 昭和57年

戸数|人口 戸数|人口 戸数|人口 戸数|人口 戸数|人口

口 之 島 25 105 30 178 56 424 108 473 106 473 103 365 96 203 

中 之 島 28 105 30 149 112 702 219 1，020 169 648 136 505 107 229 

臥 蛇 島 13 68 18 99 21 101 11 51 11 45 8* 25 O 。
平 島 17 72 20 93 23 146 31 191 35 164 33 114 39 84 

諏訪之瀬島 O 。37 136 20 127 18 89 13 64 14 45 19 63 
怠 石 島 27 118 28 137 33 169 33 172 36 170 34 141 33 83 

宝
宝
島島 299 439 664 

18 96 14 64 13 46 13 21 
113 564 105 394 78 256 67 151 

計 I吋九71ムl函¥377¥ 2ふ¥5s仏両7判以2¥-419¥1，497¥ 判部4
本昭和45年末に全戸転出 C十島役場資料から作製コ
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現在の家屋配置(昭和57年)

〔現地調査により作製3

図 2

注
目
す
べ
き
地
場
産
業
は
な
く
、
従
来
よ
り
行
な

わ
れ
て
い
る
水
稲
を
中
心
と
す
る
農
業
が
経
済
の
中

サ
ト
ウ
キ
ビ
・
甘
藷
な
ど
を
自
給
的
に
栽
培

心
で
、
し
て
い
る
。
と
く
に
水
稲
は
、
他
の
吐
喝
刷
列
島
で

は
自
給
困
難
な
島
々
が
多
い
中
で
、
ほ
ぼ
自
給
可
能

し
か
も
天
水
に
よ
る
耕
作
を
行
な
っ
て
い

で
あ
り
、

る
点
に
特
色
が
あ
る
。
漁
業
は
、
島
の
周
囲
に
サ
ン

ゴ
礁
が
発
達
し
て
い
る
た
め
良
港
に
め
ぐ
ま
れ
や
す
、

現
在
で
は
島
内
消
費
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
以
前
に

お
い
て
は
、
沖
縄
の
糸
満
系
漁
民
か
ら
の
影
響
を
受

け
た
「
追
い
込
み
漁
」
が
行
な
わ
れ
、
現
在
で
も
潜

水
漁
法
に
よ
る
夜
光
貝
な
ど
の
採
貝
を
中
心
に
細
々

と
営
ま
れ
て
い
る
。

宝
島
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
史
料
、
が
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
出
の

『
七
島
問
答
』
(
巴
に
は
、

後
終
ニ
平
族
ノ
巣
窟
ト
ナ
リ
シ
ハ
他
ノ
六
島
ト
同
グ
尋
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テ
慶
長
以
降
奮
藩
ノ
鎮
撫
ス
ル
所
ナ
リ

と
記
さ
れ
、
ま
た
『
拾
島
状
況
録
』
(
思
に
も
以
下
の
よ
う
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
。

本
島
亦
平
家
隠
匿
ノ
地
ニ
ジ
テ
、
平
田
ノ
姓
ヲ
稽
ス
ル
モ
ノ
皆
其
遺
族
ナ
リ
ト
稽
ス
。
平
田
嘉
之
助
ナ
ル
者
系
園
ヲ
有
ス
。
日
ク
、
新
三
位
中
将
資
盛

ノ
子
兵
衛
太
郎
資
宗
母
-
一
抱
レ
、
兵
乱
ヲ
薩
摩
方
ニ
避
ヶ
、
七
島
ニ
流
落
整
居
ス
云
身
、
其
家
譜
ナ
ル
モ
ノ
屡
々
改
矯
シ
テ
、

A
Z一
停
フ
ト
云
フ
、

数
年
前
亦
改
鋳
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
。
本
島

ニ
殆
γ
ド
譲
ム
能
ハ
ザ
ル
慮
ア
リ
o

ピ
ロ
ウ
樹
・
タ
プ
の
垣

t
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
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宝島における民家の間取り

〔宝島 N.H 氏宅での間取から作製〕

図 3

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
宝
島
に
も
わ
が
国
の

他
の
山
村
や
離
島
と
同
様
に
、
平
家
の
落
人
伝
説
が
存
在
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
子
孫
と
称
す
る
家
系
が
島
の
ト
ン
ジ
ュ
ハ
島
司
・

殿
主
〉
と
よ
ば
れ
門
盟
、

明
治
初
年
ま
で
島
民
を
支
配
し
て
い
た
。

集
落
は
、
琉
球
石
灰
岩
よ
り
な
る
高
度
約
三

0
メ
ー
ト
ル
お
よ

び
五

0
メ
ー
ト
ル
の
二
段
の
段
丘
面
上
に
立
地
し
て
い
る
。
ム
ラ

全
体
は
、
防
風
林
の
機
能
を
有
す
る
樹
林
の
中
に
存
在
し
、
海
岸

か
ら
は
、
そ
の
全
域
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
島
の
唯
一
の
玄

関
で
あ
る
港
か
ら
、

イ
ギ
リ
ス
坂
と
よ
ば
れ
て
い
る
緩
や
か
な
坂

を
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
登
っ
た
と
こ
ろ
に
集
落
が
あ
る
。

そ
の
集
落
に
入
る
手
前
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
坂
の
途
中
左
手
に
宝

島
で
は
「
カ
ワ
」
と
称
し
て
い
る
泉
が
存
在
す
る
。
こ
の
種
の
泉

は
、
こ
こ
以
外
に
ム
ラ
内
に
数
ケ
所
あ
り
、
飲
料
水
な
ど
に
用
い



ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
集
落
内
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、

「コ

l
ヤ
マ
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
聖
域
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

ガ
ジ
ュ

マ
ル
・
ビ
ロ
ウ
樹
・
タ
ブ
な
ど
の
亜
熱
帯
植
物
が
繁
茂
し
、
防
風
林
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
聖
域
は
、
以
前
で
は
、
女
性
は
も
ち

ろ
ん
禁
止
で
、
男
性
で
も
入
所
す
る
と
き
に
は
履
物
を
脱
ぐ
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、

一
部
消
滅
し
て
い
る
と
い

う
状
態
で
あ
る
。

こ
の
聖
域
と
と
も
に
、
宝
島
の
ム
ラ
の
特
色
を
示
す
事
例
と
し
て
民
家
の
内
部
構
造
を
検
討
し
よ
う
。

一
軒
の
屋
敷
地
内
は
オ
モ
ヤ
・

台
所
・
納
屋
・
便
所
・
牛
舎
な
ど
、
そ
の
機
能
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
建
物
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
せ
る
の
は
、

オ
モ
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ヤ
に
あ
る
神
棚
と
仏
壇
と
の
位
置
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ウ
チ
神
を
祭
る
神
棚
は
本
土
で
い
う
座
敷
に
相
当
す
る
オ
モ
テ
に
あ
り
、
仏
壇

は
オ
ク
ノ
マ
あ
る
い
は
ウ
チ
ノ
マ
に
祭
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
神
棚
が
仏
壇
よ
り
優
位
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、

ム
ラ
内
部
に
み
ら
れ
る
聖
域
と
な
ら
ん
で
、
宝
島
の
神
道
の
影
響
の
強
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

オ
ク
ノ
マ
は
戸
主
夫
婦
の

寝
室
で
あ
り
、

ウ
チ
ノ
マ
は
居
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
敷
地
内
に
多
く
の
建
物
を
も
っ
宝
島
の
民
家
は
、
道
路
に

面
し
た
部
分
の
み
石
垣
を
つ
く
り
、
そ
の
他
の
面
は
ビ
ロ
ウ
樹
ま
た
は
タ
ブ
な
ど
の
亜
熱
帯
植
物
を
植
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
他
家
と
の
境
界
は
判
別
し
に
く
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第
四
章
で
述
べ
る
土
地
所
有
と
関
係
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
興
味
深
い
。
現
在

で
は
も
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
民
家
は
減
少
し
て
お
り
、
本
土
と
同
様
に
、
同
じ
建
物
に
便
所
・
納
屋
を
付
属
さ
せ
る
形
式
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

現
在
で
は
宝
島
の
家
屋
配
置
図
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
空
屋
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
そ
の
対
策
は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、

ム
ラ
内
に
存
在
す
る
民
宿
な
ど
は
、
宝
島
の
今
後
の
姿
を
示
す
一
例
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

97 

る。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

A B" 'C D 

D G 

D r-P C 
F D 
E 

官 ーーー
ーー『司

E D 

2 34・56 7 89 

水稲

廿藷

カライモ

麦

アワ

国芋

農耕
儀礼

図 4農業カレγダー
A.苗代， B.国植， C.中耕， D.収穫， E.植え付け， F.搭種， G.製糖， H.畑のこしら
え。 1.サトーシのヨウイ.2.交のジコマ.3.ソーリ.4.サナポイ.5.中祈祷.6.支の祭り

7.ジコマ.8.自の神祭り.9.Vアゲ祭り.10.クワイν。
E間取りにより作製コ

宝
島
に
お
け
る
経
済
構
造
の
変
遷

付

農
業
の
変
遷

吐
暗
胴
列
島
に
お
け
る
農
業
は
、
図
4
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
多
種
の
も
の
が

栽
培
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
自
給
零
細
的
に
婦
女
子
に
よ
っ
て
の
み
行
な
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
宝
島
は
例
外
的
に
水
稲
栽
培
な
ど
も
行
な
わ
れ
、
多
様

性
に
富
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
江
戸
時
代
以
降
を
以
下
の
三
期
に
区

分
し
、
農
業
の
変
貌
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
う
。

第
一
期

ま
ず
第
一
期
は
、
薩
摩
藩
に
よ
る
支
配
の
時
代
お
よ
び
明
治

八
年
(
一
八
八
五
)
に
お
け
る
地
券
発
行
以
前
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
本
島
の

農
業
の
出
発
点
と
も
い
え
る
時
期
で
あ
る
。

元
来
、
宝
島
は
漁
拐
生
活
に
依
存
し
て
き
た
島
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
農
業
中

心
の
生
活
シ
ス
テ
ム
に
変
貌
さ
せ
た
の
は
、
文
政
一
二
年
三
八
二
九
)
に
お

け
る
奄
美
大
島
か
ら
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
導
入
自
υ
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
農
耕

と
し
て
は
、
自
給
的
な
水
稲
栽
培
・
焼
畑
ハ
哲
・
甘
藷
栽
培
お
よ
び
儀
礼
食
と

し
て
田
芋
栽
培
ハ
き
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
換
金
可
能
な
も
の
と
し
て
は
、

大
池
〈
宝
島
で
は
「
イ
ケ
」
と
称
す
〉
に
自
生
し
て
い
る
シ
チ
ト
ウ
イ
(
恕
ぐ



ら
い
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
荏
に
加
工
さ
れ
、
薩
摩
藩
に
貢
物
と
し
て
送
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
導
入
以
降
、

サ
ト
ウ
キ

ピ
は
黒
糖
に
加
工
さ
れ
、
明
治
一
六
年
(
一
八
八
三
)
に
は
九
、
六

O
O斤
、
金
額
に
し
て
一
、

O
八

O
円

a)が
鹿
児
島
に
移
出
さ
れ
、

そ
の
代
わ
り
に
日
用
雑
貨
口
聞
が
本
島
に
移
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
経
済
的
価
値
を
有
さ
な
か
っ
た
農
業
が
、

キ
ビ
導
入
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
、
島
の
基
幹
産
業
へ
と
変
化
し
て
き
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

近代以降の吐鳴捌列島における村落構造の変貌99 

宝島の戦前における土地利用

C現地調査により作製〕

図 5

サ
ト
ウ

「
門
地
割
り
」
と
称
さ
れ
る
土
地
制
度
の
施
行

第
二
期

(
明
治
一
八
年
〉
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
統
治
下
に
お
か
れ
た
時
期
を
第
二
期
と
し
た
。
そ
の
理
由
と

明治27年の宝島農産物作付表表 2

積

11町6反 4畝歩

15. 8. 1. 25. 

19. 

1. 2. 

2. 5. 

4. 5. 

2. 6. 5. 

3. 6. 2. 

1. 8. 

不明

不明

10. 

15. 

面

8. 

付作量

64，380斤

87石4斗1升3合

49，875貫

7石4斗2升

17. 5. 

33. 

13. 2. 

29. 

9. 

2. 9. 

109枚

穫

5. 

収目

一

糖

除

藷

麦

麦

麦

米

麦

-R
種

廷

種

一

砂

対

甘

大

裸

小

餅

蕎

高

菜

繭

蘭廷は大池に自生のものを利用のため作付面積

不明。

[11拾島状況録』から作製1
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し
て
は
、
門
地
割
り
に
よ
る
地
券
発
行
に
よ
っ
て
、
農
業
経
営
な
ど
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。

図
5
お
よ
び
表
2
は
、
明
治
中
期
の
宝
島
の
諸
相
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
島
で
は
標
高
約
五

0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
隆

起
珊
瑚
礁
面
に
水
田
が
存
在
し
て
い
る
。
当
時
よ
り
本
島
で
は
、
水
田
の
用
水
を
降
雨
お
よ
び
「
カ
ワ
」
に
一

O
O
Z依
存
し
て
お
り
、

湧
水
池
付
近
は
「
ム
タ
」
と
よ
ば
れ
田
芋
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
畑
に
は
常
畑
と
焼
畑
が
あ
り
、
前
者
は
主
と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
甘
藷

な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
ρ

と
く
に
「
サ
パ
ク
」
で
は
広
く
甘
藷
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
焼
畑
は
、
現
地
で
は
「
ア
ワ
ヤ
マ
」
と

も
よ
ば
れ
、
島
の
西
南
部
(
オ
ー
バ
ル
〉
お
よ
び
南
部
(
オ
l
マ
)
の
山
麓
斜
面
(
五

O
l
一
0
0
メ
ー
ト
ル
)
部
で
行
な
わ
れ
、
主
と

し
て
ア
ワ
・
ソ
パ
・
オ
オ
ム
ギ
・
ハ
ダ
カ
ム
ギ
な
ど
が
自
給
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
大
池
の
シ
チ
ト
ウ

イ
の
利
用
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
初
頭
に
お
け
る
宝
島
の
農
業
形
態
は
、
第
一
期
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
化
の
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。

し
か
し
、
門
地
割
り
に
と
も
な
う
地
券
発
行
以
降
、
農
業
形
態
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
門
地
剖
り
と
は
、
明
治
一
八
年
に
大

蔵
省
布
達
に
基
づ
い
て
、
当
時
五
八
戸
の
農
家
の
う
ち
五
一
戸
が
、
水
田
を
六
反
三
畝
、
畑
を
一
反
二
畝
二
ハ
歩
〈
こ
れ
を
一
門
川
ヒ
ト

カ
ド
と
よ
ぶ
〉
、
残
り
の
七
戸
(
主
と
し
て
小
宝
島
・
奄
美
大
島
か
ら
の
移
住
者
)
が
、
そ
の
半
分
の
水
田
三
反
一
畝
一
六
歩
、
畑
六
畝

九
歩
に
土
地
を
分
配
す
る
制
度
で
あ
り

ay
こ
の
施
行
に
よ
っ
て
、
ト
ン
ジ
ュ
ウ
を
頂
点
と
し
た
ユ

l
ブ
ニ
制
と
称
す
る
ム
ラ
共
同
体
的

規
制
が
崩
壊
し
、
多
様
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
共
同
体
規
制
の
た
め
に
困
難
で
あ
っ
た
分
家
の
形

成
を
可
能
に
し
、

ひ
い
て
は
土
地
の
均
等
分
配
を
引
き
起
こ
し
、
耕
地
の
零
細
化
ま
た
は
島
外
へ
の
出
稼
ぎ
を
促
進
す
る
要
因
と
も
な
っ

た
。
そ
れ
故
に
、
農
業
面
に
お
い
て
は
、
農
業
労
働
者
を
多
く
必
要
と
す
る
焼
畑
耕
作
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
な
ど
が
衰
退
の
一
途
を
た
ど

る
結
果
と
な
っ
た
。
圏
6
お
よ
び
表
3
は
復
帰
直
後
に
お
け
る
土
地
利
用
と
そ
の
う
ち
わ
け
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
前
述



の
要
因
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
に
加
え
て
、
合
衆
国
統
治
に
嫌
悪
す
る
人
々
の
流
出
な
ど
も
加
わ
り
、
伝
統
的
農
業
の
象
徴
で
あ
っ
た

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が
二
町
八
反
九
畝
〈
明
治
二
七
年
の
面
積
の
二
一
万
〉
に
ま
で
激
減
し
た
。
ま
た
同
様
の
現
象
は
焼
畑
耕
作
に
お
い
て

も
み
ら
れ
、
鳥
の
南
部
の
焼
畑
地
が
放
棄
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
統
計
よ
り
ア
ワ
・
ソ
バ
・
オ
オ
ム
ギ
・
ハ
ダ
カ
ム
ギ
な
ど
の
焼
畑

生
産
物
が
消
滅
し
て
い
る
。
ま
た
換
金
の
た
め
の
シ
チ
ト
ウ
イ
の
利
用
が
消
滅
し
た
の
も
こ
の
年
代
と
一
致
す
る
こ
と
が
現
地
調
査
よ
り

判
明
し
た
σ

こ
の
よ
う
に
第
二
期
に
お
い
て
は
、
当
初
は
近
代
以
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
農
業
が
営
ま
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以

近代以降の吐鴎痢列島における村落構造の変貌101 

o 0.5 lkm 
ト一一→ i 

表 B 宝島の本土復帰直後の土地利用

C現地調査により作製コ

降
は
、
門
地
割
り
に
と
も
な
う
地
券
発
行
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト

を
受
け
て
、
耕
地
の
零
細
化
お
よ
び
労
働
力
の
減
少
に
よ
る
伝

第
三
期

統
的
農
業
形
態
の
衰
退
が
み
ら
れ
た
時
期
と
い
え
よ
う
。

第
三
期
は
、
合
衆
国
の
統
治
か
ら
開
放
さ
れ
た

昭和30年の宝島農産物作付表

種目|収穫量| 作付面積

水稲 345石5斗 28町 7反 畝

小麦 8. 5. 7. O. 

甘藷 87，640貫 31. 3. 

甘東 77，500斤 3. 1. 

落花生 18石6升 2. 5. 8. 

大根 3，600貫 3. 6. 6. 

競莱 792貫 7. 

表 3

時
期
か
ら
現
在
に
至

C十島村役場資料から作製〕

る
ま
で
と
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、

昭
和
二
七
年
の
本
土

復
帰
後
、
わ
が
国
の

高
度
経
済
成
長
の
影

響
を
受
け
営
農
形
態

に
変
化
が
み
ら
れ
た
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か
ら
で
あ
る
。

図
7
お
よ
び
表
4
は
、
現
在
の
土
地
利
用
と
作
付
面
積
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
耕
地
(
と
く
に
水
田
〉
で
は
荒

れ
地
化
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、
わ
ず
か
に
五
三
一
ア
ー
ル
〈
昭
和
二
九
年
の
約
二

O
M〉
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
に
す
、
き
な
い
。
ま
た

畑
地
に
お
い
て
も
焼
畑
が
完
全
に
な
く
な
り
、
常
畑
で
は
個
々
の
作
付
面
積
が
さ
ら
に
縮
小
し
て
い
る
。
と
く
に
、
文
政
二
一
年
(
一
八

二
九
)
の
導
入
以
来
、
農
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
も
わ
ず
か
に
四
三
ア
ー
ル
(
昭
和
二
九
年
の
一
四
・
八
%
)
の

国
昌
包
囲
闘 o 0.5 lkm 

L一一--1 _1 

宝島の現在の土地利用

〔現地調査によって作製コ

図 7

み
が
栽
培
さ
れ
、
換
金
能
力
を
失
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

住
民
の
食
生
活
の
向
上
が
み
ら
れ
、
戦
前
で
は
栽
培
さ
れ
な
か

っ
た
野
菜
(
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ダ
イ
コ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
〉
な
ど
の

栽
培
が
試
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も
換
金
作
物
に
は
な
り
え
て

、
p
h

、。

、LV
チ
h

T

L

V

昭和56年の宝島農産物作

付表

表 4

収穫量

水稲 12，150kg 531 a 

甘藷 23，600 118 

馬鈴薯 1，400 14 

落花生 263 64 

大根 420 22 
ラッキ

670 11 
ヨ ウ
甘煎 21，500 43 

種目|

E十島村役場資料から作製〕

以
上
の
よ
う

に
復
帰
後
の
第

期
に
お
い
て

は
、
伝
統
的
自

給
農
業
が
ほ
ぼ

消
滅
し
た
と
い

っ
て
よ
く
、
わ



ず
か
に
残
存
す
る
も
の
と
い
え
ば
、
儀
礼
食
の
た
め
の
田
芋
栽
培
と
零
細
的
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
原

因
に
は
、
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
進
学
率
の
増
加
に
よ
る
若
年
労
働
者
の
島
外
流
出
や
挙
家
離
村
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
現
在
、
行
政
側
で
は
、

か
つ
て
焼
畑
耕
地
で
あ
っ
た
オ
ー
バ
ル
な
ど
に
お
い
て
島
民
の
生
活
向
上
を
目
的
と
し
た
畜
産

業
の
導
入
を
試
み
て
お
り
、
島
民
の
主
と
し
た
現
金
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

~ 

漁
業
構
造
の
変
遷

近代以降の吐鳴劇列島における村落構造の変貌

吐
鴎
刷
列
島
周
辺
の
海
域
は
、
普
通
「
七
島
灘
」
と
よ
ば
れ
、
沖
縄
よ
り
北
上
し
た
日
本
海
流
が
幾
筋
も
の
奔
流
を
な
し
て
東
西
に
流

れ
て
い
る
。
暖
海
性
の
魚
族
を
も
た
ら
す
黒
潮
の
影
響
に
加
え
「
曽
根
」
と
称
す
る
浅
瀬
が
多
い
こ
と
か
ら
、
付
近
は
カ
ツ
オ
を
は
じ
め

水
産
資
源
の
豊
か
な
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

吐
鳴
蜘
列
島
の
生
業
は
確
か
に
半
農
半
漁
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
へ
重
点
が
置
か
れ
る
か
は
、
島
に
よ
り
あ
る
い
は
時
代
に
よ
り
異
な
っ

て
い
る
。
宝
島
の
場
合
、
従
来
よ
り
飯
米
が
自
給
可
能
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
比
較
的
農
業
主
体
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
現
在
で
は
島
内

消
費
的
な
漁
を
若
干
行
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
で
は
宝
島
も
含
め
、
吐
喝
刷
列
島
全
体
に
お
け
る
漁
業
の
変
遷

を
み
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
時
期
の
区
分
は
農
業
の
場
合
と
同
様
と
す
る
。

第
一
期

薩
摩
藩
時
代
の
吐
鴎
痢
列
島
で
は
、
漁
業
と
り
わ
け
カ
ツ
オ
漁
が
極
め
て
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
。
当
時
、
年
二

i

三
回
鹿
児
島
と
を
結
ぶ
「
年
貢
船
」
に
島
の
特
産
品
を
積
み
込
ん
で
い
た
が
、
数
少
な
い
換
金
生
産
物
と
も
い
え
る
カ
ツ
オ
節
は
貢
納
品

の
中
で
も
重
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
七
島
問
答
』
に
よ
れ
ば
、
藩
政
期
の
貢
租
と
し
て
生
産
さ
れ
た
カ
ツ
オ
節
は
、
属
島
の
小
宝
島

も
含
め
宝
島
が
九
、
四
一
八
本
と
最
も
多
く
、
続
い
て
平
島
一
一
、
J

八
八

O
本、

口
之
島
二
、
七
二
六
本
、
中
之
島
・
悪
石
島
・
臥
蛇
島
の
順
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に
な
っ
て
い
る
ハ
幻
ν
。
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赤
堀
廉
蔵

av・
笹
森
儀
助
畠
〉
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

九
州
の
串
木
野
・
坊
泊
・
枕
崎
・
山
川
を
根
拠
地

と
す
る
漁
民
が
当
海
域
へ
と
出
漁
し
は
じ
め
た
。

『
拾
島
状
況
録
』
口
三
島
竹
島
の
項
に
は
、

松
魚
ノ
漁
方
ハ
往
古
ヨ
リ
小
雑
魚
ヲ
餌
ト
シ
、
七
島
の
如
グ
角
餌
ヲ
用
ヒ
ス
。
:
・
略
:
・
鹿
寵
枕
崎
ノ
漁
船
此
近
海
ニ
来
リ
、
餌
雑
魚
ヲ
漁
シ
、
去
リ
テ

拾
島
海
ニ
漁
ス

と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
薩
摩
半
島
よ
り
吐
鴎
蜘
へ
や
っ
て
く
る
漁
船
は
小
雑
魚
を
竹
島
付
近
で
漁
獲
し
、
カ
ツ
オ
の
撒
餌
に
当
て
て
い

た

auoこ
れ
に
対
し
、
吐
鴎
痢
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
角
製
の
擬
似
針
を
用
い
て
い
た
た
め
、
漁
獲
は
急
速
に
減
少
し
た
門
む
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
漁
法
を
擁
し
た
本
土
の
カ
ツ
オ
漁
船
に
よ
る
七
島
灘
の
漁
場
開
発
が
、
吐
喝
刑
列
島
の
漁
業
に
及
ぼ
し
た
影
響

は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
宝
島
の
場
合
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
七
島
問
答
』

a)に
よ
れ
ば
、

其
男
女
一
村
奉
テ
事
ヲ
耕
作
-
一
従
事
ス
。
・
:
略
:
・
故
-
一
呉
氏
此
海
島
ニ
生
レ
テ
甚
水
上
ニ
熟
セ
ス
@
釣
業
ノ
如
キ
ハ
年
中
自
己
ノ
食
用
ニ
供
ス
ル
ユ
過

キ
ス

と
あ
り
、
農
業
従
事
が
島
民
の
お
も
な
生
産
活
動
で
、
漁
業
は
自
己
消
費
の
み
で
あ
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
貢
納
品
の
カ
ツ
オ
節
生
産
で

も

本
島
一
歳
松
魚
ヲ
捕
ラ
ス
。
故
ニ
堅
節
ナ
シ
。
其
貢
物
納
無
賓
ノ
モ
ノ
ヲ
出
セ
リ

と
い
う
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
付
近
は
、

其
海
図
ヨ
リ
松
魚
-
一
富
マ
サ
ル
ユ
非
ス
。
・
:
略
・
:
云
ハ
ム
水
属
ノ
巣
窟
ヲ
成
セ
リ
(
鈎
)

と
記
さ
れ
る
ほ
ど
魚
の
豊
庫
で
あ
っ
た
。
白
野
夏
雲
は
、
宝
島
の
漁
業
が
不
振
な
の
は
「
船
着
」
の
険
悪
さ
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
り
、

船
着
の
岩
石
を
除
去
し
て
便
宜
を
は
か
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
ハ
想
。



な
お
、

『
拾
島
状
況
録
』
に
は
各
島
の
漁
船
所
有
形
態
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
島
の
二
隻
の
カ
ツ
オ
漁
隻
は
島
中
共
有
で
、

ム
ラ
共

同
体
の
性
格
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。

第
二
期

こ
の
時
期
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
点
は
、

ト
ビ
ウ
オ
漁
の
開
始
と
個
人
漁
業
の
蔚
芽
で
あ
る
。

ト
ビ
ウ
オ
漁
は
、
現
在
で
も
悪
石
島
の
経
済
を
あ
る
程
度
担
っ
て
お
り
、
五
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
吐
噂
刷
一
帯
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

近代以降の止鳴劇列島における村落構造の変貌

『
拾
島
状
況
録
』
に
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
治
二
九
年
以
降
に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
斎
藤
毅
は
明
治
末
な
い
し
は
大
正
初
期
に
諏
訪
之
瀬
で
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る

い
た
。
し
か
し
、

auo
水
揚
げ
さ
れ
た
ト
ビ
ウ
オ
は
、
内
臓
を
取
っ
た
後
、
塩
干
加
工
さ
れ
、
鹿
児
島
に
出
荷
し
た
。
な
お
、
宝
島
で
は
ほ
と
ん
ど
ト
ピ

ウ
オ
を
産
し
な
い
。
ト
ビ
ウ
オ
は
カ
ツ
オ
と
同
様
に
、
長
い
間
吐
喝
剰
の
代
表
的
な
移
出
物
で
あ
っ
た
。

「
イ
ツ
タ
ケ
」
〈
哲
を
用
い
た
カ
ツ
オ
の
共
同
漁
業
組
織
が
崩
壊
し
、
「
丸
木
舟
(
割
舟
)
」
使
用
の
個
人
漁
業
へ
移
行
し
た
の
も
、

ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
悪
石
島
の
場
合
『
島
唄
見
聞
録
』
に
は
、

釣
舟
ハ
六
般
ア
リ
テ
、
毎
娘
一
五
歳
言
リ
六
十
歳
ノ
男
子
六
名
、
若
ク
ハ
八
名
ヲ
載
ス
。
獲
ル
所
ノ
魚
ハ
乗
組
員
ニ
テ
平
分
ス

と
あ
り
、

ユ

l
ブ
ニ
制
に
よ
る
共
同
出
漁
と
平
等
分
配
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
が
個
人
漁
へ
か
わ
っ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、

早
川
考
太
郎
の
報
告
に
詳
し
い

av
彼
の
論
旨
に
従
え
ば
、
明
治
四
一
年
漂
着
し
た
丸
木
舟
で
単
独
カ
ツ
オ
漁
へ
出
か
け
た
男
が
、
す
ベ

て
の
漁
獲
物
を
自
分
の
も
の
に
で
き
る
こ
と
に
驚
き
、
個
人
漁
業
の
発
生
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
近
年
ま
で
「
ボ
ツ
コ
ミ

漁
」
と
称
す
る
共
同
漁
も
わ
ず
か
に
残
存
し
て
い
た
。

さ
て
、
宝
島
に
は
カ
ツ
オ
の
共
同
漁
業
組
織
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
わ
り
に
、
糸
満
系
漁
民
の
指
導
を
受
け
た
「
追
い
込
み
漁
」
ハ
き

1Q5 

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

『
拾
島
状
況
録
』
の
中
に
、
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¥¥  漁戸数業 漁隻船数 υ 内 10 20 30 40 50(トン) 漁獲量

口之島 6戸 6隻. さ Iflll五 136.2
中之島 13 13 さ I~ I flゑ139.2 
平島 4 4 困 9.4

諏訪之甫島 7 7 ~ 1~1~1 ~ 1山
怒石島 10 10 -ピト" I;I~I i 152 法・

小室島 8 8 25li|ゑJ16・1
宝島 9 9 5|費 I~I 2

そ I23.6 

(十島村役場資料より作製)

十島村の漁業(昭和54年)

E十島村役場資料から作製)

図 8

小
賓
島
ハ
永
良
部
鰻
多
シ
。
・
:
略
:
・
毎
年
久
高
人
来
漁
ス
。

賓
島
近
海
亦
銭
甚
タ
多
ク
、
糸
満
人
来
日
テ
漁
ヲ
ス

と
記
載
さ
れ
、
明
治
中
期
に
沖
縄
の
漁
民
の
来
島
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
小
宝
で
は
一
時
彼
ら
の
定
住
も
み
ら
れ
た
こ
と
や
、
大
正
年
間

末
に
「
追
い
込
み
漁
」
が
衰
退
し
た
こ
と
も
現
地
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。

第
三
期

戦
後
は
、
個
人
の
自
家
消
費
的
な
漁
業
が
一
一
層
進
展

し
、
吐
鴎
刑
漁
業
の
基
軸
を
な
す
カ
ツ
オ
漁
と
ト
ビ
ウ
オ
漁
を
除
け

ば
ま
っ
た
く
不
振
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
島
内
消
費
の
み
へ
と
衰
退

し
た
。
こ
れ
は
離
振
法
な
ど
の
土
木
工
事
に
と
も
な
い
、
現
金
収
入

を
得
る
機
会
が
増
大
し
た
の
も
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
近
代

的
漁
業
施
設
の
遅
れ
も
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

宝
島
で
現
在
漁
業
を
お
も
に
行
な
っ
て
い
る
の
は
、

わ
ず
か
二
人

に
過
ぎ
な
い
。
彼
ら
は
ウ
エ
ッ
ト
ス
l
ツ
を
着
用
し
て
周
辺
へ
潜

り
、
イ
セ
エ
ビ
や
夜
光
貝
を
捕
獲
す
る
他
、
多
種
の
魚
を
突
い
て
く

る
。
ま
た
好
天
で
あ
れ
ば
、
魚
族
の
豊
富
な
小
宝
島
へ
足
を
伸
ば
す

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
水
揚
や
け
し
た
魚
介
類
は
そ
れ
ぞ
れ
経
営



す
る
民
宿
で
消
費
さ
れ
る
以
外
に
、
島
民
へ
分
配
・
販
売
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
給
的
色
彩
の
濃
い
宝
島
の
漁
業
は
、
相
変
わ
ら
ず
日
常
の
惣
菜
を
ま
か
な
う
段
階
で
あ
る
。

四

宝
島
に
お
け
る
社
会
構
造
の
変
貌

付

土
地
所
有
形
態

近代以降の吐鳴蜘列島における村落構造の変貌

村
落
構
造
を
地
理
学
の
立
場
か
ら
解
明
し
て
い
く
場
合
、
ま
ず
、
そ
の
景
観
蔀
)
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
村
落
景
観
の
構
成
要
素

と
し
て
は
、
民
家
・
道
路
・
水
路
状
況
を
含
め
た
集
落
全
体
の
平
面
形
態
・
防
風
林
の
有
無
・
耕
地
や
山
林
の
分
布
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
計
百
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
宅
地
と
そ
の
周
辺
を
取
り
巻
く
農
地
の
形
態
は
、
村
落
構
造
の
歴
史
的
背
景
や
社
会
的
条
件
に
反
映
し
て

お
り
、
限
ら
れ
た
面
積
の
土
地
し
か
存
在
し
な
い
離
島
に
お
い
て
は
こ
と
に
重
要
で
あ
る
。

吐
鴎
蝋
列
島
の
住
民
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
主
穀
を
得
る
た
め
の
農
業
と
し
て
焼
畑
耕
作
を
営
ん
で
き
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば

石
川
県
白
山
山
麓
な
ど
に
比
較
的
遅
く
ま
で
残
存
し
て
い
た
商
品
作
物
型
の
タ
イ
プ
と
は
異
な
る
伝
統
的
な
完
全
自
給
型
の
焼
畑
で
あ

る
。
こ
う
し
た
焼
畑
農
業
は
強
力
な
ム
ラ
共
同
体
規
制
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
島
の
土
地
制
度
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
ム
ラ
の
社
会
関
係
や
構
造
の
把
握
に
つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
。

宝
島
は
比
較
的
天
水
に
恵
ま
れ
、
吐
鴎
刑
列
島
の
他
島
に
比
し
て
水
田
が
多
い
。
し
か
し
、

か
つ
て
は
そ
の
一
方
で
零
細
的
な
焼
畑
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
宝
島
の
土
地
所
有
形
態
に
つ
い
て
、
変
遷
の
跡
を
た
ど
る
。
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第
一
期

江
戸
時
代
を
通
じ
て
薩
摩
藩
の
支
配
下
へ
置
か
れ
た
吐
稿
欄
列
島
も
明
治
八
年
〈
一
八
七
五
〉
に
は
在
番
所
が
廃
さ
れ
、

近
代
化
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
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明
治
以
前
に
お
け
る
土
地
所
有
形
態
に
関
す
る
丈
献
は
、

わ
れ
わ
れ
の
知
る
か
ぎ
り
存
在
し
な
い
が
、
旧
薩
摩
藩
で
著
名
な
「
円
割
制

度
」
と
い
う
独
特
な
土
地
制
度
が
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
こ
れ
に
類
似
し
た
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
昭
和
一
五
年
に
同
地
を
訪
れ
た
桜
田
勝
徳
も
、

「
こ
の
島
は
明
治
一
八
年
ま
で
薩
摩
の
門
割
り
と
呼
ば
れ

る
地
割
制
度
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
が
・
:
略
・
:
」
と
記
さ
れ
て
い
る

av
と
こ
ろ
が
同
行
し
た
宮
本
常
一
は
、

「
島
の
村
落
組
織
を
一

変
せ
し
め
た
の
は
藤
井
休
助
で
あ
る
。
藤
井
休
助
は
旧
鹿
児
島
藩
士
に
し
て
、
・
:
略
:
・
島
民
全
体
の
幸
福
の
た
め
に
、
共
同
地
以
外
を
平

等
分
配
す
る
門
割
り
を
唱
導
し
た
」
と
報
告
し
て
お
り
、
桜
田
と
は
異
な
っ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
(
想
。
宮
本
に
従
え
ば
、
藤
井
休
助
の

来
島
に
よ
り
初
め
て
宝
島
の
門
割
り
が
施
行
さ
れ
た
わ
け
で
、
江
戸
時
代
に
は
地
割
制
が
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
、
中
之
島
に
お
い
て
も
、
門
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
資
料
が
鳥
越
陪
之
の
手
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
〈
想
、
桜
田
の
い
う
よ
う

に
、
宝
島
で
も
何
ら
か
の
円
割
り
は
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

け
れ
ど
も
土
地
の
私
有
意
識
は
全
体
的
に
低
く
、
宅
地
や
水
田
は
別
と
し
て
、
土
地
の
大
部
は
ム
ラ
共
有
地
(
一
島
共
有
地
〉
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
二
期

先
項
で
論
じ
た
在
番
所
の
廃
止
に
続
き
、
地
租
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
地
券
を
交
付
し
、
農
民
の
土
地
所
有
権
を

承
認
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
近
代
的
税
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

宝
島
の
場
合
、

「
:
・
略
:
・
こ
の
年
各
家
が
個
別
に
地
租
を
負
担
し
得
る
。
明
治
以
来
の
新
し
い
体
制
を
こ
こ
で
も
う
ち
出
す
た
め
に
、

島
の
主
な
耕
地
と
宅
地
の
家
別
な
所
有
権
を
き
め
る
最
後
の
地
割
が
官
の
手
で
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
地
券
が
交
付
さ
れ
た
」

呂
志
す
な
わ
ち
旧
藩
時
代
以
来
実
施
さ
れ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
割
替
の
最
後
と
し
て
地
租
改
正
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、

=u 
拾

島
状
況
録
』
に
先
述
し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
(
哲
、
こ
の
円
割
り
に
よ
る
門
の
総
数
五
五
円
半
は
今
日
も
な
お
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。
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戸

IJ 

さ
て
、
地
租
改
正
は
宝
島
の
社
会
へ
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
平
等
分
配
を
原
則
と
す
る
土
地
私
有
が

認
め
ら
れ
、
各
耕
地
の
所
有
者
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
、
共
同
体
的

規
制
に
よ
り
困
難
で
あ
っ
た
分
家
の
創
設
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
の

二
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
地
租
改
正
の
行
な
わ
れ
た
明
治

一
八
年
以
降
の
戸
数
は
急
激
に
増
加
し
、
戦
後
の
最
盛
期
に
は
お
よ

門構成の変化

そ
二
倍
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
家
の
輩
出
状
況
は
、
桜
田
の
調

一査
o << 
p 会
'" 内村

ぅ:す:
主れ
明ば
治歴
ー然
八 Lz語
P Z 
関'0
f系当
す時
ノー、 、

主害
はる
三戸

戸数
〉は

で
あ
り
、
そ
の
中
で
分
家
を
出
し
た
家
の
タ
イ
プ
を
分
類
す
る
と
以

図 B

下
の
よ
う
に
な
る

8
y
こ
れ
ら
の
例
は
ほ
と
ん
ど
次
男
分
家
で
あ

り
、
円
の
分
割
に
と
も
な
い
耕
地
の
零
細
化
の
進
行
が
み
ら
れ
る
。

伸
昭
和
一
五
年
ま
で
に
分
家
を
一
軒
出
し
、
本
分
家
と
も
に
半
円

ず
つ
を
所
有
し
て
い
る
も
の
二

O
例
(
四

O
軒
)

似
昭
和
一
五
年
ま
で
に
分
家
を
二
軒
出
し
、
そ
の
本
分
家
と
も
三

軒
い
ず
れ
も
半
円
を
所
有
す
る
も
の
、

し
た
が
っ
て
そ
の
合
計
は

円
半
に
な
る
が
、
そ
の
半
円
を
い
ず
れ
か
ら
求
め
た
か
は
不
明
の
も
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の
:
:
:
二
例
(
六
軒
)

ω昭
和
一
五
年
に
お
い
て
も
変
わ
り
な
く
一
円
を
所
有
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
半
円
を
持
つ
分
家
二
軒
を
出
し
て
い
る
も
の
:
:
:
一
例

(
三
軒
)

切
昭
和
一
五
年
ま
で
に
分
家
二
軒
を
出
し
、
本
分
家
と
も
三
分
の
一
門
ず
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
:
:
:
二
例
(
六
軒
〉

制
昭
和
一
五
年
ま
で
に
分
家
三
軒
を
出
し
、
本
分
家
と
も
四
分
の
一
円
ず
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
:
:
:
一
例
(
四
軒
)

的
昭
和
一
五
年
ま
で
に
分
家
一
軒
を
出
し
、
本
家
六
合
問
、
分
家
四
合
門
に
な
っ
て
い
る
も
の
:
:
:
一
例
(
二
軒
)

宝
島
の
平
坦
地
は
、
大
半
が
水
田
や
常
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
島
の
最
高
峰
イ
マ
キ
ラ
岳
の
山
麓
斜
面
で
は
、
依
然
と
し
て
焼
畑

が
な
さ
れ
て
い
た
。
地
租
改
正
後
も
門
割
り
さ
れ
た
田
畑
と
宅
地
以
外
は
一
島
共
有
地
と
し
て
残
存
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
畑
の

少
な
い
分
家
は
、
耕
地
の
細
分
化
が
進
む
に
つ
れ
、
焼
畑
地
を
常
畑
化
し
て
長
期
に
わ
た
り
耕
作
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
人
口
は
一
時
的
に
急
増
す
る
が
、
そ
の
後
は
急
激
に
減
少
し
た
。
焼
畑
耕
作
も
昭
和
二
五
年
こ

第
三
期

ろ
を
境
と
し
て
衰
退
し
、
昭
和
三
五
年
こ
ろ
以
降
は
中
絶
し
て
い
る
。
次
二
ニ
男
は
も
と
よ
り
長
男
ま
で
も
が
島
外
へ
流
出
す
る
状
態

で
、
集
落
よ
り
離
れ
た
耕
地
は
放
棄
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
反
面
、
離
島
振
興
を
め
ざ
す
村
の
若
手
に
よ
っ
て
放
牧
場
が
開
墾
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
の
一
島
共
有
地
の
新
た
な
再
生
が
み
ら

れ
て
い
る
0

0
i
行
政
組
繰
お
よ
び
宗
教
構
造
の
変
遷

宝
島
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら
民
俗
学
者

auな
ど
に
よ
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
、
多
く
の
業
績
が
認
め
ら
れ
る
。

既
存
の
文
献
お
よ
び
現
地
調
査
に
基
づ
き
、
行
政
組
織
お
よ
び
宗
教
構
造
の
変
貌
を
考
察
す
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、



遅
代
以
前
に
お
い
て
予
宝
島
の
行
政
組
織
お
よ
び
宗
教
組
織
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
既
に
論
じ
た
如
く
、
平
家
の
末
育
と
し
て

「
ト
ン
チ
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
家
で
あ
り
、
そ
の
ト

γ
チ
を
頂
点
と
し
て
、
身
分
階
層
制

B
Uが
施
行
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
宗
教
面
で
女
性
の
神
役
の
ヌ

l
シ
め
う
ち
、
必
ず
ト
ン
チ
の
家
系
か
ら
選
出
さ
れ
る
ヌ

1
シ
(
こ
れ
を
「
キ
ミ
ガ
ミ
」

と
い
う
〉
は
他
の
ヌ

l
シ
よ
り
も
一
段
上
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
夏
大
祭
や
霜
月
祭
で
は
、
ト
ン
チ
お
よ
び
そ
の
分
家
を
中
心
に
展
開

お
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
、
平
家
堂
に
お
い
て
他
の
姓
の
守
り
神
を
合
社
し
記
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
近
代
以
前
で
は
ト

γ
チ
を
中
心
と
し
た
身
分
階
層
制
社
会
で
あ
っ
た
が
、
明
治
八
年
に
な
っ
て
前
項
で
論
じ
た
よ
う

に
「
門
地
割
り
」
が
施
行
さ
れ
る
と
、
島
民
の
聞
に
平
等
性
が
認
識
さ
れ
、
ト
ン
チ
の
世
襲
的
な
優
位
性
は
崩
壊
し
始
め
た
。
た
と
え
ば

行
政
面
で
は
各
戸
の
代
表
者
に
よ
っ
て
総
代
が
選
出
さ
れ
、
島
の
重
要
な
事
項
に
関
し
て
は
、
そ
の
下
に
お
か
れ
て
い
る
評
議
員
お
よ
び

島
民
全
体
の
会
議
(
現
地
で
は
「
イ
ッ
ト
ウ
カ
イ
」
と
よ
ば
れ
る
)
に
よ
っ
て
決
定
・
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
宗
教
面
に
お

い
て
も
神
区
長
が
選
出
さ
れ
、
祭
記
を
司
ど
っ
て
お
り
、

ト
ン
チ
の
優
位
性
の
痕
跡
は
、
屋
敷
内
に
あ
る
高
倉
様
式
の
シ
ョ
ン
ジ
ャ
が
先

述
の
大
祭
の
斎
場
と
な
る
点
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
門
地
割
り
に
と
も
な
う
平
等
認
識
に
よ
る
ト
ン
チ
の
権
威
低
下
は
、

身
分
階
層
社
会
の
崩
壊
を
も
た
ら
じ
、
行
政
面
で
は
総
代
、
宗
教
面
で
は
区
長
と
い
う
よ
う
に
双
系
的
な
構
造
を
形
成
さ
せ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
組
織
等
も
第
三
期
に
あ
た
る
本
土
復
帰
以
降
は
過
疎
化
の
影
響
を
受
け
存
続
が
困
難
と
な
り
、
宗
教
組
織
は
昭

和
四
五
年
こ
ろ
か
ら
女
性
神
役
で
あ
る
メ
(
ジ
の
成
り
手
が
い
な
く
な
り
、
昭
和
五
五
年
に
至
っ
て
は
男
性
神
役
が
ヌ

l
ジ
を
兼
任
し
、

昭
和
五
六
年
度
に
神
役
が
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
完
全
な
崩
壊
白
)
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
行
政
組
織
に
お
い
て
も
一
部
の
解
体
が

111 

進
行
し
て
い
る

av
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五

ま

と

め

こ
れ
ま
で
、
吐
鳴
痢
列
島
宝
島
を
事
例
と
し
て
、
近
代
以
降
の
村
落
構
造
の
変
貌
を
、
主
と
し
て
農
業
お
よ
び
漁
業
な
ど
の
経
済
構
造

尺 第 1 期 第2期 第3期

毒事政時代 明治~大正時代 (昭戦和前)|量 (昭戦 和後)

土E也措リ皮
明治18 弛券(門地割)

タ4モ ーー_...

A ギ ... 
米
文政12

サトウキビ --_.._--
._--_.-

サワラ実き

畜産{肉牛)

大島紬
昭和40

電 カ
昭和52

水 道
昭和30

定期総 -・・・・・ー -・・-----圃

産業面からみた村落構造の変貌

E破線は全域に及んでいないものコ

図10

-
土
地
所
有
形
態
、
宗
教
形
態
を
主
内
容
と
す
る
社

会
構
造
の
分
析
を
中
心
に
所
論
を
展
開
し
て
き
た
。

し
か
し
経
済
構
造
の
分
析
に
お
い
て
も
、

た
と
え
ば

奄
美
大
島
よ
り
技
術
導
入
し
た
大
島
紬
な
ど
の
家
内

工
業
、
あ
る
い
は
村
の
指
導
の
下
に
導
入
さ
れ
た
和

牛
の
放
牛
・
飼
育
な
ど
は
、
社
会
構
造
の
分
析
の
さ

い
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ヌ
l
シ
制
な
ど
の
住

民
の
意
識
の
中
に
残
っ
て
い
る
側
面
と
と
も
に
、
今

後
の
わ
れ
わ
れ
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
以
上
に
み

ら
れ
る
不
備
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
宝
島
に
お

け
る
村
落
構
造
の
変
貌
は
、
解
明
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
点
を
変
貌
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
再
確
認
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
宝
島
の
今
後



の
展
望
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
で
作
製
し
た
の
が
図
叩
で
あ
る
。

こ
の
図
叩
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
近
代
以
前
は
ユ

l
プ
ニ
制
と
称
さ
れ
る
共
同
体
に
規
制
さ
れ
て
い
た
宝
島
は
、
明
治
一
八
年
の
地
券

発
行
に
よ
っ
て
土
地
が
個
人
私
有
と
な
り
、
そ
の
状
態
が
第
二
次
大
戦
終
了
ま
で
継
続
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
原
則
的
に
は
土
地

の
売
買
が
自
由
と
な
っ
た
の
で
特
定
の
個
人
へ
の
土
地
の
集
中
・
分
散
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
実
施

さ
れ
た
農
地
改
革
後
も
同
様
で
、

た
だ
地
券
自
体
の
効
力
が
な
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
く
に
昭
和
四

O
年
以
後
、
宝
島
に
大
型
定
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期
船
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
急
速
に
若
年
層
の
人
口
流
出
が
増
加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
論
じ
た
土
地
制
度
に
基
本

的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
宝
島
に
お
け
る
農
業
お
よ
び
経
済
構
造
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
形
態
を
裏
面
か
ら
パ

ツ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
の
が
宗
教
を
始
め
と
す
る
精
神
構
造
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
消
滅
あ
る
い
は
解
体
し
つ
つ
あ

る
現
在
に
お
い
て
は
、
宝
島
独
自
で
将
来
の
展
望
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、

た
と
え

ば
民
宿
な
ど
の
観
光
客
の
誘
致
は
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
と
て
も
宝
島
の
将
来
の
展
望
を
切
り
開
く
も
の
と
は

な
ら
な
い
と
推
定
で
き
る
。
政
府
・
県
・
村
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
対
策
が
緊
急
に
望
ま
れ
る
。

〔
付
記
〕
調
査
に
あ
た
り
種
々
御
世
話
に
な
っ
た
鹿
児
島
郡
十
島
村
経
済
謀
、
問
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
平
田
健
一
氏
を
始
め
と
す
る
宝
島
の
皆
様
に
謝
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
三
者
が
所
属
し
て
い
る
大
阪
市
立
大
学
・
大
阪
教
育
大
学
・
奈
良
女
子
大
学
地
理
学
教
室
の
諸
先
生
方
に
は
、
と
く
に
深

謝
し
ま
す
。
な
お
、
一
、
二
、
五
は
田
畑
、
三
の
付
、
四
の
科
は
紀
、
一
ニ
の
料
、
四
の
付
は
寺
本
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
最
後
に
田
畑
が
全
体
を
統
一

し
た
。
本
稿
の
骨
子
は
、
歴
史
地
理
学
会
第
二
五
回
大
会
(
於
・
横
浜
国
立
大
)
で
口
頭
発
表
し
た
。

こ
の
小
論
を
、
わ
れ
わ
れ
三
名
の
共
通
の
恩
師
で
あ
る
小
林
博
教
授
の
停
年
記
念
論
文
集
に
謹
ん
で
献
呈
い
た
し
ま
す
。
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(
1
)

本
来
で
あ
れ
ば
近
代
と
い
う
述
語
を
厳
密
に
定
義
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
明
治
時
代
以
降
と
限
定
し
て
お
く
。

(
2
)

も
ち
ろ
ん
、
長
崎
の
出
島
を
中
心
に
若
干
の
貿
易
も
存
在
し
て
い
た
。

〈

3
)

山
村
の
定
義
な
ど
の
山
村
自
体
の
性
格
に
関
し
て
は
次
の
論
文
を
参
照
。
，
田
畑
久
夫
(
一
九
八
二
)
「
わ
が
国
に
お
け
る
山
村
の
地
理
学
的

研
究
に
関
す
る
諸
問
題
ー
そ
の
概
念
と
実
践
|
」
堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
一
八
、
一
四
七

t
一
七
五
頁

(
4
)

原
始
的
な
漁
法
で
あ
る
潜
水
漁
法
に
よ
る
漁
業
が
生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
海
士
集
落
や
、
近
年
ま
で
木
地
製
作
を
主
た
る
生
業
と
し
て
い

た
木
地
屋
集
落
な
ど
は
、
か
か
る
諸
形
態
が
残
存
し
て
い
る
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
の
諸
論
文
を
参
照
。
田
畑
久
夫
こ

九
八
二
)
「
わ
が
国
に
お
け
る
海
土
集
落
の
変
貌
l
五
島
列
島
宇
久
島
平
を
事
例
と
し
て
!
」
歴
史
地
理
学
紀
要
二
回
、
六
九

t
一
O
O頁。

田
畑
久
夫
(
一
九
八
一
)
「
奥
三
河
に
お
け
る
木
地
屋
集
落
の
変
貌
|
井
山
を
事
例
と
し
て
|
」
歴
史
地
理
学
紀
要
二
三
、
二
二
五

t
二
四
九
頁

(
5
)
大
都
市
に
お
い
て
も
、
西
洋
か
ら
の
イ
シ
バ
グ
ト
を
受
け
た
後
、
全
く
近
代
以
前
の
も
の
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な

ぃ
。
そ
れ
は
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
離
島
お
よ
び
山
村
の
方
が
よ
り
多
く
残
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
6
)

た
と
え
ば
南
西
諸
島
の
離
島
で
は
、
台
風
が
来
襲
す
る
と
一

o
t一
四
日
く
ら
い
船
が
欠
航
す
る
場
合
も
あ
る
。

(
7
)
わ
が
国
の
山
村
に
お
け
る
孤
立
性
・
隔
絶
性
に
関
し
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
。
田
畑
久
夫
「
九
州
に
お
け
る
隔
絶
山
村
の
変
貌
l
栓
葉
村

を
事
例
と
し
て
i
」
藤
岡
謙
二
郎
監
修
『
日
本
地
誌
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
九
州
・
南
西
諸
島
』
所
収
(
大
明
堂
、
近
刊
)
。

(
8
)
例
外
も
存
在
す
る
。
薮
内
芳
彦
の
指
摘
す
る
如
く
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
前
期
に
お
い
て
は
、
北
廻
航
路
の
メ
イ
γ
ル
l
ト
に
あ
た
っ
て
い
た

離
島
(
飛
島
・
粟
島
・
佐
渡
な
ど
)
は
、
本
土
の
農
村
以
上
に
貨
幣
経
済
が
発
達
し
て
い
た
。
薮
内
芳
彦
(
一
九
七
七
)
『
島
ー
そ
の
社
会
地
理

|
』
(
朝
倉
書
庖
)
、
四
頁

(
9
)
離
島
の
村
落
構
造
に
関
し
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
。
大
村
肇
こ
九
五
七
)
「
漁
村
の
構
造
」
木
内
信
蔵
他
編
『
集
落
地
理
講
座
、
第
二

巻
発
達
と
構
造
』
所
収
(
朝
倉
書
庖
)
一
七
八
i
一
九
五
頁
。

(
叩
)
離
島
を
複
合
体
と
し
て
把
握
す
る
方
法
は
、
次
の
書
物
に
よ
っ
た
。
前
掲
(
5
)
一
ニ

t
六
O
買
。
な
お
、
地
理
学
に
お
け
る
複
合
体
概
念

に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。
松
田
信
(
一
九
七
二
「
地
理
的
複
合
体
概
念
の
展
開
」
人
文
地
理
二
三

l
一
、
七
四

t
九
O
頁。

(
日
)
別
名
川
辺
七
島
ま
た
は
七
島
灘
。
こ
の
場
合
七
島
と
は
、
口
之
島
・
中
之
島
・
臥
蛇
島
・
平
島
・
諏
訪
之
瀬
島
・
悪
石
島
・
宝
島
を
さ
す
。

(
ロ
)
昭
和
四
五
年
に
全
戸
離
村
、
廃
村
と
な
る
。

(
臼
)
白
野
夏
雲
(
一
八
八
四
)
『
七
島
問
答
』
八
七

t
八
頁
。
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(
H
H
)
 

〈
日
)

(
時
)

(
刊
日
)

〈

刊

日

)

(
m印
)

(
却
)

(
幻
)

(
沼
)

(
幻
)

(
但
)

(
部
)

(
部
)

(
幻
)

(
お
)

(
m
m
)
 

(
却
)

(
M
U
)
 

(
鉛
)

(
出
)

(
弘
)

(
お
)

(
お
)

前
掲
(
日
)
七
八
頁
。

笹
森
儀
助
(
一
八
九
五
)
『
拾
島
状
況
録
』
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
一
巻
所
収
(
一
九
六
八
、
三
一
書
房
)
二
七
九
頁
。

そ
の
子
孫
は
、
図
2
に
見
ら
れ
る
ト
ソ
チ
で
あ
る
。

前
掲
(
臼
)
二
八

O
頁。

本
島
で
の
焼
畑
は
、
常
畑
を
作
り
出
す
手
段
と
し
て
焼
か
れ
た
傾
斜
地
で
個
人
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

主
と
し
て
通
過
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
。

地
縁
的
な
組
織
(
ク
ミ
)
に
よ
っ
て
刈
り
取
ら
れ
、
平
等
に
配
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
現
地
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

前
掲
(
臼
)

前
掲
〈
日
)
二
八

O
頁。

前
掲
(
臼
)
四
五

t
八
二
頁
。

赤
堀
廉
蔵
(
一
八
八
五
)
『
島
唄
見
聞
録
』
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵

前
掲
(
日
)

前
掲
(
臼
)

前
掲
(
日
)

前
掲
(
臼
)
八
二
頁
。

前
掲
(
臼
)
八
二
頁
。

前
掲
(
臼
)
八
二
頁
。

斎
藤
毅
(
一
九
七
四
)
「
吐
鳴
蜘
列
島
に
お
け
る
漁
業
の
特
性
」
鹿
児
島
地
理
学
会
紀
要
一
一
一

1
1
二
、
六
三
頁
。

何
枚
か
の
杉
板
を
お
も
に
用
い
て
作
ら
れ
た
小
型
漁
船
。

前
掲

(
M
)

早
川
孝
太
郎
(
一
九
三
六
)
「
悪
石
島
見
開
記
」
民
族
学
研
究
二
、
六
七
五

t
七
二
六
頁
。

前
掲
(
日
)
二
八
二
頁
。

集
落
を
景
観
論
的
な
立
場
か
ら
考
察
し
た
代
表
的
な
書
物
と
し
て
は
、
次
の
著
作
を
参
考
。

辻
村
太
郎
(
一
九
三
七
)
『
景
観
地
理
学
講
話
』
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(
古
今
書
院
u
。
描
時
一
登
志
雄
三
九
五
二
u

『
衆
落
の
地
理
l
景
観
論
母
子
一
法
に
よ
る
車
内
落
地
理
の
研
究
|
』

(
幻
)
矢
嶋
仁
吉
(
一
九
五
六
)
『
集
落
地
理
学
』
(
古
今
書
院
)
、
一

O
O頁。

(
一
掬
)
桜
田
勝
徳
〈
一
九
六
六
)
「
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
宝
島
」
日
本
民
俗
学
会
編
『
離
島
生
活
の
研
究
』
(
図
書
刊
行
会
)
九
一
一
一
一
一
良
。

(
ぬ
)
宮
本
常
一
(
一
九
七
回
)
『
宝
島
民
俗
誌
』
宮
本
常
一
著
作
集
十
七
『
宝
島
民
俗
誌
・
見
島
の
漁
村
』
所
収
(
未
来
社
)
、
一
一
一
一
良
。

(
叫
)
鳥
越
蛤
之
ご
九
八
二
V

『
ト
カ
ラ
列
島
社
会
。
研
究
l
年
齢
階
梯
制
と
土
地
制
度
l
』
(
茶
の
水
書
房
)
一
九
六
頁
。

(
必
)
前
掲
h
m

ぬ
)
九
二
ユ
一
頁
。

(
必
)
前
掲
(
日
)

〈
日
制
)
『
拾
島
状
況
録
』
の
門
数
を
合
計
す
る
と
五
十
四
門
半
に
し
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
桜
田
勝
徳
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
八
年
の
一
門
所
有
者
五

十
一
一
一
戸
・
半
門
所
有
者
豆
戸
で
、
前
者
に
記
載
し
て
あ
る
合
計
数
五
十
五
門
半
と
一
致
す
る
。

{叫
V

前
掲
(
掬
)
九
二
ニ

t
九
五
二
頁
。

(品
V

前
掲
(
お
)
九
一
四

t
九
一
五
頁
。

(
川
崎

V

伊
藤
幹
治
(
一
九
六
一
)
「
宝
島
の
社
会
と
宗
教
の
構
造
的
理
解
」
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
八
、
五
八

t九
五
頁
。
伊
藤
幹
治

(
一
九
六
三
「
宝
島
の
宗
教
構
造
の
諸
相
」
日
本
民
俗
学
一
八
、
-
一

i
一
八
頁
。
長
沢
和
俊
(
一
九
七
一
一
一
)
「
宝
島
民
俗
誌
」
鹿
児
島
短

期
大
学
紀
要
七
、
五
三

t
七
O
真
。
牛
島
盛
光
(
一
九
六
六
)
「
ト
カ
ラ
列
島
・
宝
島
の
祭
組
組
織
と
社
会
・
経
済
構
造
」
熊
本
短
期
大
学
論

集
三
三
号
、
一

t
二
八
頁
ι

前
掲
(
ぬ
)

(
同
包
ト

ν
チ
の
家
を
頂
点
と
し
、
琉
球
よ
り
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
家
に
至
る
ま
で
の
階
層
制
が
存
在
す
る
。
ま
た
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

前
掲
伊
藤
幹
治
の
論
文
に
も
一
示
さ
れ
て
い
る
@

(
川
崎

V

た
と
え
ば
、
大
祭
で
は
神
楽
が
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
の
順
序
は
ト
ソ
チ
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。

(必
V

前
掲
〈
必
}
長
沢
和
俊
五
五
真
。

(印
V

昭
和
五
十
六
年
度
、
岩
下
憲
雄
・
岩
下
文
雄
の
両
氏
が
最
後
の
神
役
と
な
っ
た
。

(
口
ち
た
と
え
ば
、
地
縁
組
織
「
ク
ミ
」
と
総
代
と
の
逮
絡
役
と
さ
れ
て
い
た
「
触
れ
役
」
が
消
滅
し
て
い
る
。

(
古
今
書
院
v

。




